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就
職
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、

６
カ
月
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を
開

講
し
ま
す
。受
講
料
無
料（
テ
キ
ス

ト
代
等
別
途
）。訓
練
期
間
中
か
ら

修
了
後
ま
で
、
積
極
的
に
就
職
支

援
を
行
い
ま
す
。

　　

申
し
込
み
は
住
所
を
所
管
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。３
月
以
降
募
集

の
訓
練
内
容
や
説
明
会
等
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

し
あ
わ
せ
み
か
ん
山
で

は
、「
森
と
水
と
つ
な
が
る

親
子
植
樹
祭
」に
参
加
い
た
だ
け

る
親
子
５
組
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　　

自
然
栽
培
で
み
か
ん
山
を
再
生

さ
せ
る
た
め
の
多
様
な
樹
種
の
植

樹
が
、
地
域
の
水
環
境
資
源
と
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
楽
し
く
学

び
な
が
ら
体
験
で
き
る
植
樹
祭
で

す
。皆
さ
ん
の
植
え
た
木
が
、お
子

さ
ん
の
成
長
と
と
も
に
一
緒
に
生

長
し
て
い
く
過
程
を
、
長
年
に
わ

た
っ
て
楽
し
み
に
見
守
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

３
月
10
日
（
日
）
13
時
受
付
開

始
、16
時
終
了
予
定

※
荒
天
中
止（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

し
あ
わ
せ
み
か
ん
山　　

　　

香
南
市
東
佐
古
八
九
三
ー
一

　　
（
大
石
石
材
さ
ん
の
上
）

■
対
象　

香
南
市
在
住
の
方

■
定
員

　　

先
着
親
子
５
組（
約
10
名
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

■
参
加
費　
１
人　
500
円

　　
（
保
険
代
・
資
料
代
込
み
）

■
申
込
み
方
法

　
　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
参

加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
け
付
け
は
平
日
９
時
〜
17
時

■
申
込
み
締
切
り　
２
月
22
日（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
あ
わ
せ
み
か
ん
山

　　

☎
50
ー
1
3
7
1

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　　in
fo
@
m
ik
a
n
y
a
m
a
.o
rg

　
　
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

導
入
」
、「
年
次
有
給
休
暇
の
確
実

な
取
得
」
、「
正
規
雇
用
労
働
者
と

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
の
禁
止
」な
ど
の
措

置
が
規
定
さ
れ
た
、『
働
き
方
改
革

関
連
法
』が
４
月
１
日
か
ら
順
次
施

行
さ
れ
ま
す
。

　
　

高
知
労
働
局
で
は
、
改
正
内
容

の
周
知
を
図
る
た
め
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。入
場
無
料
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
２
月
27
日（
水
）

　　　　　　
　

14
時
〜
16
時
30
分

■
場
所

　　

高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

　　

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　
１
，０
０
０
人

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
労
働
局

　　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　　

☎
0
8
8
ー
8
8
5
ー
6
0
4
1

■
物
件
・
戸
数

　　

赤
岡
町
２
戸

　　

吉
川
町
２
戸

■
申
込
み
方
法

　　

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
必
要

書
類
を
添
付
の
う
え
提
出
。

■
申
込
書
配
布
期
間
・
配
布
場
所

　　
２
月
１
日（
金
）〜
14
日（
木
）

　
　

市
役
所
住
宅
管
財
課
・
市
役
所

市
民
保
険
課
・
各
支
所

■
申
込
受
付
期
間

　　
２
月
８
日（
金
）〜
14
日（
木
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
県
住
宅
供
給
公
社

　　

☎
0
8
8
ー
8
8
3
ー
0
3
4
4

　　

専
門
相
談
員（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）
が
就
職
や
仕
事
に
対

す
る
悩
み
、相
談
、質
問
な
ど
に
個

別
に
対
応
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　　

お
子
さ
ま
連
れ
の
方
は
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　
　

専
門
相
談
員
に
よ
る
個
別
相

談
、
職
業
適
性
診
断
（
診
断
結
果

を
も
と
に
解
説
・
相
談
も
可
）。

■
対
象

　
　

求
職
中
の
方
、
仕
事
で
悩
み
を

抱
え
て
い
る
、高
校
生
以
上
の
方
。

■
日
時
・
場
所　

①
２
月
10
日（
日
）10
時
〜
17
時　

　　

安
芸
市
民
会
館 

会
議
室

②
２
月
24
日（
日
）10
時
〜
17
時

　　

香
南
市
フ
ジ
グ
ラ
ン
野
市
店

　　

生
活
館
内

■
参
加
費　

無
料

　　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　h
ttp
://jo
b
c
a
fe
-k
o
c
h
i.jp
/

■
問
い
合
わ
せ

　
　

高
知
県
就
職
支
援
相
談
セ
ン

タ
ー「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」

　　

☎
0
8
8
ー
8
0
2
ー
2
0
2
5

　
　

平
成
31
年
度
か
ら
、
途
中
入

所
・
転
園
の
申
し
込
み
締
め
切
り

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
　

希
望
す
る
入
所
月
（
５
月
入
所

か
ら
受
付
開
始
）の
前
々
月
の
末

日
（
末
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

場
合
は
直
前
の
開
庁
日
）ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
　

５
月
か
ら
の
途
中
入
所
・
転
園

希
望
者
の
場
合
、
申
込
み
締
切
り

は
３
月
29
日（
金
）で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
教
育
委
員
会

　　
こ
ど
も
課

　　

児
童
手
当（
10
月
〜
１
月
分
）の

２
月
定
期
支
給
日
は
、２
月
８
日

（
金
）で
す
。
個
別
に
支
払
通
知
は

し
ま
せ
ん
の
で
、通
帳
で
入
金
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。未
提
出
の
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　　

物
部
川
の
町
田
堰
か
ら
取
水
し

て
い
る
農
業
用
水
の
水
止
め
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
期
間　
３
月
１
日（
金
）８
時
〜

　　　　　　　
３
月
５
日（
火
）17
時

■
問
い
合
わ
せ

　　

物
部
川
土
地
改
良
区
連
合

　　

☎
55
ー
2
2
1
6

　　

31
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た「
収
入

保
険
」は
、農
業
を
さ
れ
て
い
る
方

（
個
人
・
法
人
）の
経
営
努
力
で
は

避
け
ら
れ
な
い
、
自
然
災
害
や
農

産
物
の
価
格
の
低
下
な
ど
で
、
売

り
上
げ
が
減
少
し
た
場
合
に
、そ
の

減
少
分
の
一
部
を
補
償
す
る
保
険

で
す
。加
入
に
は
、ま
ず
青
色
申
告

が
必
要
で
す
。

　
●　

青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
●　

基
本
的
に
、農
産
物
な
ら
ど
の
よ

う
な
品
目
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
●　

収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
れ

ば
、農
家
ご
と
の
基
準
収
入
の
８
割

以
上
の
収
入
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

中
国
四
国
農
政
局
高
知
県
拠
点

　　

地
方
参
事
官
室

　　

☎
0
8
8
ー
8
7
5
ー
7
2
3
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高
知
県
農
業
共
済
組
合

　　

香
美
支
所

　　

☎
0
8
8
7
ー
5
3
ー
9
0
7
7

こ
う
な
ん
元
気
の
コ
ー
ナ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
↓
（
15
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

↓　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
こ
と
や
、
血
管
の
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
載
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

■
訓
練
コ
ー
ス
名

　　

①
訓
練
期
間
・
②
募
集
期
間

▼
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
学
ぶ
介
護

職
員
実
務
者
研
修
科

①
３
月
26
日(

火)

〜
９
月
25
日(

水)

②
２
月
５
日(

火)

〜
２
月
25
日(

月)

▼
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
養
成
科

①
３
月
27
日(

水)

〜
９
月
26
日(

木)

②
２
月
６
日(

水)

〜
２
月
26
日(

火)

■
問
い
合
わ
せ

　　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

　　

☎
0
8
8
ー
8
3
3
ー
1
3
2
4

　
就
職
へ
の
第
一
歩
！

　
職
業
訓
練
を
受
け
ま
せ
ん
か

　
　

平
成
３１
年
度　

特
定
教
育
・

　
　

保
育
施
設
途
中
入
所

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ「
働
き
方

　

改
革
関
連
法
説
明
会
」を
開
催

　
し
あ
わ
せ
み
か
ん
山
「
森
と

　
水
と
つ
な
が
る
親
子
植
樹
祭
」

◆問い合わせ／市役所農林課（☎５７ー７５１７）　

　　野市製糖生産組合　弘田忠士（☎０９０ー６８８０ー９２５０）

　　野市製糖生産組合では、年末に黒糖作りを行っています。黒

糖の生産量を増やすため、希望者に甘蔗（サトウキビ）の苗を無

料で提供します。また、希望者には初心者でも栽培できるように

指導しますので、ご希望の方はご連絡ください。

　　昭和２０年頃の終戦前後、野市近辺地域では黒

糖作りが大変盛んに行われていましたが、白糖などの流通により

黒糖の生産は徐々に衰退していきました。平成６年に黒糖作りの伝

統産業を復活させようと、野市町大谷に野市町立の製糖工場が建

築され、野市製糖生産組合を設立し生産してきましたが、近年特に

組合員の高齢化などにより、生産者・生産量共に減少しています。

伝統の黒砂糖作りを絶やさないよう、ぜひご協力をお願いします。

■締切日／３月１５日（金）　※先着順

甘蔗の苗から黒砂糖を作ってみませんか？
かんしょ

A
農 業

agriculture

農 業

農
業
用
水
の
水
止
め

児
童
手
当
支
給
日

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

　
「
収
入
保
険
」
に
入
る
た
め
に

　
青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

固 定 資 産 税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第４期
随１期
第８期
第８期
第８期

の納期限は　２月２８日（木）です。
期限内の納付をお願いします。

　　　　　　　水稲栽培の代かきから田植え時期にかけ

て、水田から流出する濁水には肥沃な土じょう等が含まれて

おり、生産に必要な栄養分の流出に加えて、栄養付加による

河川環境への悪影響も懸念されます。

　農林課では、物部川清流保全推進協議会（県環境共生課

事務局）の部会である代かき濁水対策を進めるワーキング

において、県や流域市町村、流域の関係団体らと共に濁水対

策について協議、検討をしています。

　水稲の順調な生育と貴重な土じょう・水資源・河川環境を

守るために、次のことにご協力をお願いします。

川にやややさしししい を川にやさしい農業を！

問い合わせ／市役所農林課　☎５７-７５１７

水稲　

栽培農家の

皆さまへ

●　田に水を入れる前に、漏

水がないように畦と排水

溝を点検しましょう。

●　止水板等を設置して作

業時に濁った水が流れ

出ないようにしましょう。

●　代かき作業を行うときは、

できるだけ浅水で行い高

低がないようにしましょう。

●　代かき前・田植前の落水を

少なくできるよう、水管理

に注意しましょう。

県
営
住
宅
入
居
者

要

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち

　
　

就
職
出
張
相
談
会

15２０１９.２ 14 ２０１９.２


